
○○大学大学院□□研究科△△専攻 機能強化構想
教育理念（教育方針）及び今後目指すべき方向性
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区分：
①XXXXXXXX
取組：
①-1XXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX

令和6年度から
○○、××を実施
令和８年度から
は上記の取組みに
加えて、◇◇も実
施

令和６～令和10年度の機能強化構想

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

構想を実現するための区分・取組

区分：
③XXXXXXXX
取組：
③-1XXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX

5年間を通じて
○○を実施
各学年の状況に
合わせて、××を
取り入れる

区分：
③XXXXXXXX
取組：
③-2XXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXX

令和６年度は
○○の検討、企
画立案
令和８年度から
○○を実施、毎
年度評価を行い、
翌年度の実施計
画を見直す

区分：
⑤XXXXXXX
取組：
⑤-1XXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX

区分：
⑤XXXXXXX
取組：
⑤-2XXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX

□□と連携し、
○○を実施
R6は△△との協
定を締結
R7～R8には××
との協定締結を目
指し、順次拡充

区分：
⑤XXXXXXX
取組：
⑤-3XXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX

KPI：・・・・・・・・・
基準値：○人
R10目標値：○人

資料４－５

KPI：・・・・・・・・・・
基準値：○人
R10目標値：○人

KPI：・・・・・・・・・・
基準値：○人
R10目標値：○人

KPI：・・・・・・・・・・
基準値：○人
R10目標値：○人

KPI：・・・・・・・・・・
基準値：○人
R10目標値：○人

KPI：・・・・・・・・・・
基準値：○人
R10目標値：○人

区分：
⑤XXXXXXX
取組：
⑤-3XXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XX

区分：
⑤XXXXXXX
取組：
⑤-3XXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XXXXXXXX
XX

期待される成
果：XXXXX

期待される成
果：XXXXX

機能強化構想充実分

令和6年8月23日付で文科省HP（https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houka/mext_00022.htm）
に公表したものから原則変更不可。

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houka/mext_00022.htm
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【機能強化構想公表資料作成要領】（実績版）

（全体体裁）
◎サイズはA4、横向き、文字フォントはMeiryo UI、文字ポイントはA4で印刷したときに読めるサイズ（10ポイント以上）とすること。
◎色彩は指定しないが、文字色も含めて3～5色程度とし、濃淡を工夫するなどして見えづらくならないよう配慮すること。

（裏面：KPI各年度目標値）
◎記載例のように、既に作成しているKPIのグラフ内に実績値を追記すること。
◎目標値と実績値は異なる色等で判別できるよう配慮すること。
◎凡例を記載し、目標値と実績値が判別できるよう配慮すること。
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